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=金井さん   =図書館 

学生プレゼンバトル

2014 の最優秀賞、おめでと

うございます！ 

ありがとうございます！ 

自分の実力だけでなく、当日

の発表順とか、審査員の好み

とか、色々な要因が組み合わ

さった結果だと思いますが、とても嬉しいです。 

どんなきっかけで今回のプレゼンバトルに出場を決意

したのですか？ 

第一回目の「院生プレゼンバトル」を会場で見たときか

ら、いつかこの企画に出てみたいと思っていたんです。でも、

忙しかったり、自分の研究の話をあまりしたくなかったり、

諸々の理由があって見送っていました。今年は、自分の研究

についての話でなくてもよいし、発表時間も短めで準備も簡

単だし、そういった諸々の好都合が重なり、「出よう！」と決

心しました。修論があって忙しい時期なので、かなり悩みま

したけどね（笑） 

お疲れ様でした…忙しいといえば、金井さんは中央図書

館でラーニング・アドバイザー(LA)としてもご活躍中ですが、

LAになろうと思ったきっかけは？ 

仕事をする環境と、仕事の内容に魅力を感じたからです。

環境についてですが、まず研究室から歩いて数分の場所で仕

事ができるというのがすごく魅力的でした。あとは筑波大の

図書館が面白いところだということは前から知っていたの

で、中に入って様子を見られたら面白いかなぁと（笑）仕事

の内容については、元々しゃべるのが好きなので多分デスク

の仕事を楽しめると思ったことと、自分が学類生だったらこ

ういうカウンターを利用したいだろうなぁと思ったことが

きっかけです。「LA利用したいなぁ、よし、じゃあいっその

ことなるか！」って感じでした（笑）

昨年大反響だった「プレゼンテーションセミナー」。附属図書館とつくば院生ネットワーク（TGN）との共催企画です。異分野・一般の

方にとって分かりやすいプレゼンテーションとは？ということをテーマに、学生プレゼンバトル最優秀賞受賞者である金井雅仁さん

がその極意をお見せします。 

中央図書館の学生サポートデスクで活躍中のラーニング・アドバイザー(LA)の金井さんが、雙峰祭で開催された「学生プレ

ゼンバトル 2014」で最優秀賞を獲得しました！おめでとうございます！ 

せっかくの機会なので、金井さんに受賞インタビューをしてみました。筑波大学 No.1 プレゼンターの声をお聞きください！ 

 

ラーニング・アドバイザー金井雅仁さん 

             が選ばれました！ 

筑波大学 No.1 プレゼンターに 

金井さんインタビュー 

プレゼンテーションセミナー2014 

つづきは裏面へ 

No.1 プレゼンターから 

プレゼンテーションの極意を盗む 

12/2 Tue. 

15:30 

-16:30 

中央図書館 

集会室 

(入口ゲート) 

・学生プレゼンバトル 2014 

最優秀プレゼンテーション 

・内容に関する質疑応答 

・プレゼンテーションの解説 

及び質疑応答 
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  使ってみたいという思いが LAになるきっかけだったと

は…ありがとうございます。LA としての経験がプレゼンバ

トルで役立ったということはありますか？ 

実は今回、スライドを作るにあたってプレゼンについて

改めて勉強しようと思い、図書館でプレゼンに関する本を借

りたんです。そういう本が図書館にあるんだという知識が自

分にあったことと図書館で本を借りて勉強しようと自然な

発想として思いついたのは、LA をやっているからなのかな

ーと思います。 

ほんと、図書館を有効活用して頂いてありがとうござい

ます。逆に、プレゼンバトルの経験で LAの活動に役立ちそ

うなことはありますか？ 「プレゼンバトル最優秀賞受賞！」

と掲げておくと、いっぱいプレゼンについての質問が来そう

ですね。(笑) 

僕もそれを望んでいますし、LA の宣伝効果を狙って出

場したという側面もあります（笑）実際、プレゼンって、人

に見てもらって意見をもらうことが、クオリティの向上に直

結すると思うんです。昨年度最優秀賞を受賞した山本さんも、

かなりたくさんの人、しかも、あえてだと思いますが、学年

も専攻も全然違う人たちに、プレゼンを何度も何度も見ても

らっていました。クオリティの高い「伝わるプレゼン」を作

るためには、他者に見てもらうというのは不可欠だと思いま

す。現状だと、サポートデスクに USB メモリやパソコンを

持ち込んで、あの場で LAにプレゼンを見せてくれる方はほ

とんどいませんが、今後はそういう相談が増えてくれるとい

いなーと思っています。 

ぜひその際は、僕以外の LAにも見てもらって、様々な角度

から意見をもらう、という使い方をしていただきたいと思い

ます。 

そうですね。今後はそういった方向にも LAの活用が広

がっていくといいですね。では、最優秀プレゼンターとして、

また LAとして筑波大学の学生さんにひとことお願いします。 

そんな、偉そうなこと言える立場じゃないですよ（笑） 

ただ、プレゼンバトル出場者として何か言うとしたら、学際

性豊かな筑波大学を、ぜひ有効活用して、楽しんでもらいた

いということでしょうか。学際コミュニケーションはとても

面白くて、刺激的です。どう刺激的なのかは、長くなるんで

やめときます（笑）LAとして何か言うとしたら・・・そうで

すね、勉強のことも生活のことも、何事もずーっと一人で悩

みすぎないで、適度に周りに相談してくださいということで

すかね。一人で悩むのもとても重要ですが、よい答えにたど

り着けないかもしれませんからね。 

LA をはじめ、相談できる場や繋がれる場がいっぱいあ

りますよね。そこへ繋げるお手伝いを LAも図書館もやって

いく感じでしょうか。ところで、昨年大好評だったプレゼン

セミナーは今年も開催します？ 講師は最優秀プレゼンター

なので、自動的に金井さんになりますが（笑） 

これも、実施を考えています（笑）今年は、外部の方に

頼まなくてよいので、楽で良いかなーって思ってます。プレ

ゼンバトル本番は、「心理学的なテクニック」の種明かししか

できませんでしたが、プレゼンセミナーでは、プレゼンバト

ルでも種明かししなかった「自分流のテクニック」を種明か

しできればと思っています。ぜひご期待ください。 

ありがとうございました。引き続きよろしくお願いしま

す！ 

こちらこそありがとうございました！今後とも、よろし

くお願いいたします。 

金井さん、ありがとうございました♪ 

これまでにあった質問例 

Q.レポートの書き方が知りたい！ 

Q. 学内無線 LANへの接続方法を知りたい！ 

Q. Twins と manabaの使い方が知りたい！ 

Q. 教員免許を取りたいが、どうしたらいいか分からない！ 

Q. Tulipsの使い方を知りたい！ 

What’s 学生サポートデスク？ 

院生のラーニング・アドバイザーが学生の皆さんの学習活動を支援します！ 

一方的に答えを教えるのではなく、相談者の主体性を大切にし、一緒に問題解決を目指します！ 

 詳しくは、PrismNo.69 を Check！ 


